
ブリ落網の改良に関する研究（第７報）

後流と抗力についての模型実験

金 森政治
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Measuringthecurrcntvelocity，thehydrodynamicalforceactingontheSet-Netls

obtainedbythePrincipleofConservationofMomentum・

Resultsobtainedarewellagreedwiｔｈｔｈａｔｏｂｔａｉｎｅｄｂｙｔｈｅｍｅｔｈｏｄｏｆｔｈｅusual

balance-beam，thoughthismethodwasthe且rstcaseappliedtotheSet-Nctexperiment．

Thus，ｔｈｅｍethodintroducedinthisexperimentisavailabletoourexperiments．

緒 言

実際の漁場に敷設された定置網の潮の流れによって受ける抗力を，直接に測定すること

は非常に難かしい、従来定置網の模型実験では，流水抵抗の研究が行われてきているが，

殆んどが網にかかった水平抗力を取り扱ったものである．筆者は物体の受ける抗力と，後

流の関係,（１）即ち物体の抗力と後流の大きさ，速度の間に，運動量の法則によって，、＝

pIu(''-u)お(但し'は物体前方検査面上における流速,躯は物体後方検査面上後流
が通過するところの微小面積，ｕはそのところの速度とする.）の関係が成り立つことか

ら，定置網の後面における流速，即ち後流の速度を測定することによって，間接的に全抗

力を知ることが出来る．故にこの計測法を用いた模型実験を行い，これと従来の天秤によ

って求めた抵抗と比較研究したので，鼓に報告する．

実験の方法

実験に使用した模型網は，本誌第６報に(2〕記載したブリ底建網で，本学部の大型対称式

回流水槽中に，実物網では水深10尋（15.15米）に相当するよう，15.15糎の深さにして建

て込んだ．流速の測定には広井式流速計を用いたが，微速のときは翼が回転しないため，

1/４，１/2浬/時における測定は出来なかった，３/4浬/時では流速計を逆回転させ，1.0浬/時

では順回転させて測定した．尚流速の修正は前者のとき，Ｖｍ/sec＝0.117Ｎ＋0.025,後者

のとき，0.117＋0.010,但しＮ＝回転数/ｔとした．流向は流れを蕊網から受けた場合につ

いて，第１図に示した通り検査面は蕊網の魚捕の前方30ｃｍ，及び潮下のそれの後方30ｃｍ

にとり，検査面上の測定点は前，後面共に身網の長さの線，即ち中心線を０点とし，これ

より左右に各ｌＯｃｍ毎に６点，計１３点をとり，各/々の点の流速を測定した．
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Fig.１．１nspectionfaceandmeasurementpoiｎt．

実験の結果，考察

流速測定の結果を示すと第１表の通りである．後流を生じた部分の点の流速はitalicで
示した．

Table１．Velocityofthemeasurementstatio、
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後流を生じた部分について，運動量の法則に従い，模型網の受ける抗力を求めた．水深は

15.15ｃｍ，測定点の間隔は１０ｃｍであるから微小面積おは15.15ｃｍ２である．故に模型

網の受ける全抗力を,、=PIu('一u)おより，各流速毎に求めると,第２表の通りとな
る．これと計測器によって直接模型網の抵抗を測定した結果とを比較し，且つ誤差率を表

示した．実物網換算は模型網の１９ｒは実物網で７３ｋｇとなる.〔2〕
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本実験では，流速が微速であるため，ピトー管による流速測定は困難であり，広井式流

速計でも３/４浬/時では，これを逆回転せしめて使用した．後流を生じた部分を除けば，後

面の流速は前面のそれよりも毎秒１ｃｍ内外速く，同一検査面でも各測定点で極く僅かな

がら差異がある．これについては更に究明の必要があるが，大体において上記程度の誤差

のあることは許容されるものとして，前面流速の平均をとって，一様な定常流とみなした

ものである．第２表で見るように，この程度の誤差率では後流測定による抗力と，天秤に

よって測った抗力とは，かなり一致したものとみてよい．

結 び

後流を測定して抗力を求めようとする研究は，定置網の研究では最初の試象であるが，

流速が微速のときは実験が難かしぐ，本実験では14.5ｃｍ/seｃ（実物網で３/4浬/時）及び

19.4ｃｍ/seｃ（実物網で１．０浬/時）についての承行われたに過ぎない．然しこの実験範囲

では，かなり実験値の正確を期することが出来たものと思われ，定置網の流水抵抗の研究

には役立つものと信ぜられる．今後は流速の測定に適当な微速流速計を考案，使用してこ

の種の研究を進める予定である．本実験に当って御助力を得た新町武雄君及び種為御懇篤

なる示唆を賜った漁携物理学教室藤田博士に深甚の謝意を表するものである．
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